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公益財団法人 北九州観光コンベンション協会 

 

Ⅰ 法人の概要（令和 8年 4月１日現在）  

1 所在地 

北九州市小倉北区浅野三丁目 8番 1号 

2 設立年月日 

昭和 51年 3月 25日 

3 代表者  

理事長  津田 純嗣 

4 基本財産 

1,907，526千円（設立時の基本財産 2,416,798千円） 

5 北九州市の出捐金 

1,650,000千円（出捐の割合 68.3％） 

6 役職員数 

  人     数 

  合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員 11人 0人 1人  10人 

 常 勤  1人 0人 1人  0人 

 非常勤  10人 0人 0人  10人 

職 員 64人 5人 1人 58人 

 

7 団体のミッション 

 ○北九州観光コンベンション協会がこれまで培ったネットワークやノウハウを未来に確実に引継

ぎ、さらに発展させる（ネットワークやノウハウは再構築が困難）。 

 ○それらのポテンシャルを十分に発揮できる体制を整備し、北九州市と共同して、宿泊や市内消

費など経済活性化に寄与する「ＭＩＣＥ誘致・開催支援事業」「展示会・イベント開催事業」「観

光事業」をさらに推進する。 

 

Ⅱ 令和 7年度事業実績 

【概況】 

ＭＩＣＥ分野では、自主企画展示会の実施やコンベンション等の誘致・開催、貸館営業のほか、

夏季のにぎわいイベントの実施などに積極的に取り組み、会議・大会等は延べ 233 件開催され、

施設来場者数についても 96万人を集めた。 

特にコンサートや大型スポーツ大会などの大型催事が増加し、貸館事業収入は前年を上回った。 

観光分野では、観光客誘致・滞在化促進のため、国内外へのセールスの実施や、情報発信、観

光に関する施設の管理・運営に取り組んだ。売店事業ではインバウンドや団体観光客等の回復に



 

より収益が改善し、北九州おみやげ館は過去最高の収益となった。また、令和 6 年度より立ち上

げた旅行事業については、北九州市と連携したツアーやイベントの実施、また団体の海外インバ

ウンド受入れ対応等により収益が増加した。 

経営面においては、協会全体が一丸となり事業に取り組んだ結果、収益黒字を維持することが

できた。今後も、新たな事業展開に向けた準備や、コスト管理を徹底し、自立した経営を維持・

強化しなければならない。 

 

見本市・展示会事業 

1 主催展示会の開催 

(1) 概要 

◆当協会主催の展示会・見本市事業 

事業名 開 催 期 日 
入場者数（人） 出展社数（件） 

 （R6実績）  （R6実績） 

課
題
解
決
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５ 

西日本製造技術イノベーション 2025 

7/2-4 17,023 17,224 

38 48 

西日本 DX推進フェア 2025 60 56 

エコテクノ 2025 

～地球環境ｿﾘｭｰｼｮﾝ展/ｴﾈﾙｷﾞｰ先端技術展～ 
52 65 

ベンチャー・メッセ 2025 12 13 

中小企業テクノフェア in 九州 2025 82 54 

ふくおか未来ものづくり技術振興展 25 24 

第 46回西日本陶磁器フェスタ 9/19-24 51,758 49,118 245 235 

  合  計   68,781 66,342 514 495 

 

ア 複雑化する地域企業の課題解決に対応する「課題解決ＥＸＰＯ」の開催継続 

製造業・ＤＸ推進・環境産業・中小企業をテーマとした展示会を一堂に集め、地域企業の課

題を解決に導く「課題解決ＥＸＰＯ」を引き続き開催した。会場では、生成ＡＩ、半導体、カ

ーボンニュートラルなど、様々なテーマについて展示とセミナーによる情報発信を実施した。

また展示会とあわせてビジネスマッチングや商談会を行うことで、相乗効果による取引の拡大

を図った。 

イ 西日本陶磁器フェスタの魅力向上と安心・安全への取り組み  

当フェスタは、全国でも最も伝統ある陶磁器展示会の一つである。芸術（西日本陶芸作家展）・

文化（生け花＆茶道と器）の視点での様々な企画を展開し、伝統工芸を担う窯元等への市場の

提供や地域経済の活性化を目的に開催した。令和 7 年度も引き続き、ホームページ活用による

出展窯元の紹介や作品ＰＲの拡充・強化、ＳＮＳ情報発信等により各窯元の販売支援を行い、

購買意欲の高い層へのアプローチと集客の強化を図り、出展窯元の満足度向上に努めた。併せ

て、ファミリー層来場の促進と滞留時間延長を目的にふれあいとモノづくりの広場（土日祝限

定）を実施した。また、引き続き台風リスクに備え 5日間の会期を 6日間に延長して開催した。 



 

ウ その他事業 

◆当協会主催のその他事業 

事業名 開催期日 入場者数 

泡盛ナイト inこくら R7年 7月 31日 125人 （136人） 

第 30回北九州将棋フェスティバル R7年 10月 4日～5日 861人 （739人） 

手づくり市場 in北九州 2025 R7年 11月 8日～9日 9,971人 （10,619人） 

第 25回全国俳句大会 in北九州 R8年 2月 27日～28日 1,014人 （1,106人） 

※（ ）内は令和 6年度実績  

(2) 国際ビジネスの推進 

  海外企業との取引促進や国際競争力の強化を目的に、北部九州とアジア地域の企業を結ぶ新た 

な交流の場や情報発信の場とすべく、韓国釜山広域市国際展示場ＢＥＸＣＯとの連携事業を進め、

また、課題解決ＥＸＰＯ内に、北九州貿易・投資ワンストップサービスセンター、ジェトロ北 

九州、台湾貿易センター福岡事務所による出展を得て、出展社・来場者へ海外取引や投資の促進 

など最新情報の提供を実施した。 

 

会議・大会等 

2 ＭＩＣＥ誘致 

(1) 概要 

前年度に引き続き、キーパーソン・学協会等への営業活動、各種商談会への参加を計画的に実

施するとともに、ＪＮＴＯとも連携し情報発信の強化を図った。さらに、営業活動や商談会を対

面や現地開催することで、キーパーソンと直接的な関係構築を図り、より実効性の高い営業活動

を展開した。また、誘致の都市間競争が激化している状況を受け、会議情報の早期入手と主催者

ニーズの的確な把握に努め、競争力のある誘致活動を行った。 

◆ＭＩＣＥ開催件数・参加人数の推移                  （単位：件） 

 

 

 

 

 

(2) 致営業活動 

ア キーパーソン・学協会・ＰＣＯへの営業活動 

原則、訪問による営業活動を行った。また、首都圏に在住するキーパーソン、有力な学協 

   会関係者とのネットワーク維持と拡大を図るため、下関市観光コンベンション協会との共催 

により、「北九州ＭＩＣＥ倶楽部首都圏交流会」を東京で開催した。 

イ 各種商談会への参加 

第 35回国際ＭＩＣＥエキスポ、ＪＮＴＯインセンティブ商談会、ＶＩＳＩＴ ＪＡＰＡＮ ト 

ラベル＆ＭＩＣＥマート 2025など、ＪＮＴＯ等が主催する各種商談会に参加し、国際及び国 

内会議・インセンティブツアーの新規案件の開拓を行った。 

区分 
国際 全国 その他 合計 

開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 

R6年度 87 38,257 100 49,553 88 41,212 275 129,022 

R7年度 82 65,578 73 46,991 78 50,814 233 163，383 



 

ウ グローバルレベルでの誘致強化 

ＩＣＣＡ（International Congress and Convention Association）国際会議協会（マレー 

   シアクアラルンプール）を訪問し、国際会議の最新動向情報の収集を行った。 

また、ＩＣＣＡデータバンクを活用した会議誘致や、ＩＣＣＡへの国際会議の照会及び誘致 

した国際会議の認定を進めるとともに、ＪＮＴＯインセンティブ商談会に合わせて、プトラ 

大学（マレーシア）やソウル大学（韓国）などを訪問し、誘致活動を行った。 

エ スポーツ大会の誘致 

スポーツによるまちのにぎわいづくり」や「スポーツの振興」を図り本市の活性化に寄与 

   することを目的に、スポーツ大会の誘致にも取り組み、令和 7年度はパワーリフティングの 

大会である「The Great Games」を小倉駅ＪＡＭ広場に誘致するなど、60件、延参加人数 63,514 

人のスポーツイベントを北九州市に誘致することができた。  

(3) 北九州市グローバルＭＩＣＥ推進協議会との連携 

令和 7年度は、「国際ＭＩＣＥエキスポ（ＩＭＥ）」及び「VISIT JAPANトラベル＆ＭＩＣＥマ

ート 2025」に協議会と共同出展した。 

(4) 観光庁公募事業の採択支援 

観光庁公募の国際会議誘致開催促進事業に、当協会が支援する国際会議主催者と連携・申請し、 

採択された。 

(5) 大学との連携協定の推進 

連携協定先の大学を定期訪問し、誘致活動とともに確定案件の手続きなどの伴走を行った。 

 

貸館利用者の誘致・営業強化 

3 貸館利用者への営業実績 

(1) 変化に対応した営業の推進 

潜在顧客の掘り起こし、リピーターの利用再開を目的とした積極的な営業を推進するため、営 

業支援ツールを導入し、顧客データ、コンタクト管理や営業分析など業務プロセスを見える化す 

ることで営業効率の向上を図った。また、施設利用者への広報支援等を充実させるなど、更なる 

利用促進とサービスの向上に努めるため下記の取り組みを実施した。 

  ア エンターテインメント分野の誘致 

令和 7年度は趣味性の高いエンターテインメント分野の誘致を重点的に推進し、以下 6件 

の大規模コンサート誘致に成功した。これらの公演は市外来客の割合が非常に高く、宿泊・飲食・ 

市内回遊など地域経済への波及効果に大きく貢献した。 

利用年月日 催事名 

2025/5/3-6 2025 TREASURE FAN CONCERT ［SPECIAL MOMENT］ IN JAPAN 

2025/6/5-8 2025 LE SSERAFIM TOUR 'EASY CRAZY HOT' 

2025/9/11-14 2025 WayV Concert Tour [NO Way OUT] in JAPAN 

2026/1/14-17 高嶋ちさ子のザワつく！音楽会 2025 

2026/3/11-15 THE IDOLM＠STER MILLION LIVE! 11thLIVE 

2026/3/26-29 NiziU Live with U 2026 “NEW EvoNUtion” 

イ 新規利用者の開拓 

 ターゲット業種（自動車・動植物・文具・建材・食品・衣料・レクリエーション）に対し 

区分 
国際 全国 その他 合計 

開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 

R４年度 20 2,659 89 19,974 87 20,361 196 42,994 

R３年度 1 560 49 22,980 61 11,535 111 35,075 

区分 
国際 全国 その他 合計 

開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 

R４年度 20 2,659 89 19,974 87 20,361 196 42,994 

R３年度 1 560 49 22,980 61 11,535 111 35,075 

区分 
国際 全国 その他 合計 

開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 

R４年度 20 2,659 89 19,974 87 20,361 196 42,994 

R３年度 1 560 49 22,980 61 11,535 111 35,075 

区分 
国際 全国 その他 合計 

開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 開催件数 参加人数 

R４年度 20 2,659 89 19,974 87 20,361 196 42,994 

R３年度 1 560 49 22,980 61 11,535 111 35,075 



 

積極的な営業を展開し、新規利用者 36件 を獲得した。 

  ウ 長期休暇中の稼働率向上 

      令和 7年度は、長期休暇の稼働率向上に向け、ファミリー向けイベントやコンテンツホルダ 

ーとの連携を強化した。特に、「Ｂリーグライジングゼファーフクオカ公式戦」は年末年始の閑 

散期に、13日間の長期利用を確保し稼働率の向上に寄与した。 

  エ リピーターの利用再開・既存利用者の再構築 

過去利用者への日程提案を継続した結果、復活案件 3件を誘致した。 

(2) 「営業推進本部」の機能強化 

施設の管理・運営及び営業によって施設の設置目的に沿った効果を最大限に発揮するととも 

に、指定管理者としてにぎわいづくりを戦略的に実施するため、「営業推進本部」として営業課 

とサービス課がワンチームとなり、更なる機能強化を図った。 

ア 「集客にぎわいイベント」への取り組み 

     令和 7年度は「トミカ博 in KITAKYUSHU 2025」（本館大展示場）を開催。開催 7日間で 40,582 

人と多くの家族連れの来場があり盛況となった。 

  イ 北九州市との連携強化 

     北九州市コンサート誘致コンソーシアムと連携し、歓迎看板の掲出、手荷物預かりサービ 

    ス等を実施、計 4回（8日間）で 529個の手荷物を預かり、来場者の利便性とコンサート会場 

としての魅力向上に努めた。 

さらに、「THE IDOLM@STER MILLION LIVE! 11thLIVE 」において、北九州市と協働し市内 22

箇所を巡るデジタルスタンプラリーを、ライブ開催の週末（3/13～16）に実施した。この取組

みの成果として、市内施設での売上増、集客増が報告されており、ファン回遊による地域経済

の活性化が顕著に確認され、にぎわい創出の好例となった。 

  ウ 国際スポーツ大会等誘致に向けた連携強化 

   国際スポーツ大会は、エンターテインメントとしての魅力も高く、市の知名度及び経済波 

及効果の向上に大きく寄与するイベントである。また、誘致においては、周到な日程及び会 

場調整が必要なため、北九州市スポーツ振興課と連携し、将来に向けた更なる案件獲得への 

情報収集を継続的に行った。令和 7年 11月の「ワールドスケートボードストリート 2025北九 

州」、12月の「高円宮牌フェンシングワールドカップ」の開催に寄与した。 

 

4 地域連携 

(1) 小倉駅新幹線口地区振興連絡会との連携 

ア 各種情報媒体を活用した情報発信 

小倉駅新幹線口地区振興連絡会のホームページを通じて、会員企業・団体の情報発信や閲覧 

者への賞品プレゼント等を実施した。 

イ 「泡盛ナイト in こくら」の開催 

小倉駅新幹線口地区のにぎわいづくりとともに会員間の相互交流を深める目的で開催した。 

ウ 「あさのクリーンアップ活動」の実施 

市内外から小倉駅新幹線口地区の来訪者が、清潔で快適な滞在を楽しめること、また会員間 



 

や会員と浅野地区住民との相互交流による連帯感を醸成する目的で、当該地区のクリーンア 

ップ活動を実施した。 

エ その他 

小倉駅新幹線口及び魚町商店街にイベント・学会等のおもてなしのため、歓迎装飾を施した。 

(2) ＪＲ連携事業（ＪＲ九州及びＪＲ西日本との連携） 

ＪＲ九州・ＪＲ西日本と連携し、ＪＲ小倉駅等の主要駅に、西日本陶磁器フェスタ等の協主 

催事業のポスター・チラシ等を掲出し、広域からの集客向上を図った。また、ＪＲ小倉駅南口 

構内の三画サイネージ(Ｋサイネージ)へ施設利用のＰＲ広告を行った。 

 

5 広報、宣伝 

(1) 機関誌・観光関連書籍の発行 

北九州観光イベントだより（40,000部）、北九州観光カレンダー（6,500部） 

(2) コンベンションゾーンのＰＲ 

北九州市の玄関口である北九州空港の電照広告看板やＪＲ小倉駅ＪＡＭ広場のマルチビジョ

ン、ＪＲ小倉駅新幹線口ペデストリアンデッキのデジタルサイネージを用いて、施設の利用促

進とイベント開催告知及び施設ＰＲ広告を行った。さらに、地域生活情報誌への「月間催し物

案内」の広告出稿やＪＲ小倉駅新幹線口・北九州モノレール各駅へのポスター掲示を行うなど、

施設利用者への広報を積極的に行った。また、公共性の高い催事については、市政だよりへの

記事掲載も実施した。 

(3) 小倉駅新幹線口地区魅力アップイベントへの協賛・支援 

小倉駅新幹線口地区で開催するイベント（TGC KITAKYUSHU 2025、北九州ポップカルチャーフ

ェスティバル 2025）に協賛及び支援を行った。 

 

管理・運営 

6 ＭＩＣＥ施設の管理・運営 

(1) 職員の資質・能力の向上 

市や他団体が行う階層別研修や能力開発研修等を受講させるとともに、ハラスメント防止研修 

コンプライアンス研修を実施した。また、ＭＩＣＥ施設全国組織である「国際会議場施設協議会」、

「全国展示場連絡協議会」の担当者実務研修にも参加し、他施設との情報交換、スキルアップに

繋がる情報収集に取り組んだ。さらに、「Ｊａｐａｎ ＭＩＣＥ ＥＸＰＯ2025」や「国際ＭＩ

ＣＥエキスポＩＭＥ2026」に参加し、ＭＩＣＥ誘致に関する新規利用者ニーズの把握や提案手法

を確認するとともに、当協会営業課、誘致部のほか、ＰＣＯやホテル、旅行社との連携強化を図

る能力向上教育を行った。 

(2) 管理業務の効率化と環境保全 

人件費の上昇や光熱費、主要資材の高騰等、幅広い分野で費用が増大しているため、契約電力 

や人員の配置などの見直しを行い、コストダウンに努めた。一方で光熱水費は将来のコストアッ

プも視野に入れ料金改定を実施した。  

(3) 施設の改修等 



 

ア 西日本総合展示場の改修等 

懸案事項である屋根の雨漏りは、過去数年に亘り継続して改修工事を行っている。また、

小展示場での壁紙等改修、設置から 15 年以上経過して故障が多かった駐車場ゲートを更新し

た。様々な箇所で老朽化が進んでいるため、建築士に依頼して令和 7年度から 8年度にかけて

劣化度診断を実施し、診断結果をもとに今後の長期保全計画を作成する予定である。 

   イ 北九州メッセの改修等 

市の設備工事として防犯カメラ、エレベータ、空調冷温水ポンプ、自動検針システムの更新

を行った。また、水回りや建具、電気設備関係の偶発的な故障については、不具合が発生する

都度修繕を行った。特に搬入口照明部品が製造中止となり更新が急務となっていたため、一部

ＬＥＤへの交換工事を行った。ＡＩＭ3Ｆ展示場の空調設備については、市の設備更新工事が

令和 8年度に持ち越されたため、当協会負担で部分的に更新を行い、利用者から不満が出ない

よう対応した。全体的に老朽化が進んでおり、計画的な改修に向け引き続き市と協議を行う。 

(4) 各施設の稼働率及び入場者数 

施設 件数 
（件） 

稼働日数 
（日） 

稼働率 
（％） 

入場者数 
（万人） 

（R6実績） （R6実績） （R6実績） （R6実績） 

西日本総合展示場 88 78 229 253 66.0 73.5 36 34 

北九州メッセ 167 149 283 281 80.9 80.5 49 61 

北九州国際会議場 454 546 323 332 94.4 96.0 11 8 

 

7 指定管理 

令和 7 年度は、指定管理計画に掲げた目標値につき、コンベンション誘致件数、西日本総合展

示場施設稼働率が目標未達となった。 

◆令和 7年度 指定管理実績 

区分 目標値 実績値 

来場者数 96万人 96万人 

コンベンション誘致件数 250件 208件 

 

施設稼働率 

  

西日本総合展示場： 70.0％ 西日本総合展示場： 66.0％ 

北九州メッセ  ： 80.0％ 北九州メッセ  ： 80.9％ 

北九州国際会議場： 90.0％ 北九州国際会議場： 94.4％ 

 

観光客の誘致及び滞在化の促進 

8 観光客誘致及び滞在化促進 

(1)  誘致活動・展示会等出展 

北九州市及び観光関連企業と「北九州市国内観光客等誘致促進協議会」、「北九州市国際観光推 

進協議会」、「北九州産業観光センター実行委員会」を組織し、他都市等にて本市の観光資源や 

新しい観光情報等のＰＲを行った。 

(2)  産業観光促進事業 

  産業観光・世界遺産ホームページﾞ及び Facebookの管理・更新、産業観光等のＰＲを行った。 



 

 

◆産業観光・世界遺産ホームページ（R7.4.1～R8.3.31） 

項  目 当年度 前年度 

アクセス数 49,502 57,997 

ページビュー 95,526 112,393 

内訳） トップページ 13,747 21,868 

 工場見学 4,980 7,745 

 工場夜景 2,898 4,182 

 産業遺産 982 1,221 

Facebook：フォロワー：311名（前年度 313名）、投稿数：2件（前年度 3件） 

(3)  誘致ＰＲ事業 

ア 「すし連携協定締結イベント大阪夏の陣」への出展 

  富山県と北九州市のすし連携協定締結を記念したイベントに出展し、両地域の地酒飲み比 

べ・特産品販売を通して、本市観光ＰＲを行った。 

イ 「渋沢栄一と一万円札 ゆかりの地物産展」への出展 

   東京商工会議所主催の物産展に出展し、本市のお土産品販売ならびに観光ＰＲを行った。 

ウ 「ツーリズムＥＸＰＯジャパン 2025」への出展（Aichi Sky Expo） 

ツーリズムＥＸＰＯジャパン 2025へ出展し、産業観光のＰＲを行った。 

(4)  世界遺産関連事業（北九州市世界遺産ガイドボランティアの運営業務） 

ア 世界遺産眺望スペース  案内人数 5,953人 

イ 世界遺産ビジターセンター  案内人数：602人 

 

9 インバウンド誘致事業 

(1)  九州インバウンド観光説明会・商談会 

東京国際フォーラムにて開催された同会において、ランドオペレーターや観光関係者との商談 

等を行った。 

(2)  タイ旅行会社、ベトナム市場向け観光説明会 

タイ（バンコク）、ベトナム（サイゴン）にて、観光説明会及び商談会を開催した。 

(3)  2025台北国際旅行博、高雄国際旅行博へのブース出展 

(4)  ＮＯＷ ＭＡＰによる広報ＰＲ 

市内事業者と連携し、福岡市の海外旅行者向けパンフレット「ＮＯＷ ＭＡＰ」に北九州市観 

光ＰＲ欄を掲載した。 

 

10 旅行事業  

(1) 国内 

北九州市及びその近隣地域へ訪れる観光客や、当協会が誘致したコンベンション等の参加者に

対し、さらなる滞在時間延長や、地元経済の消費拡大を図るため、募集型企画旅行商品の企画・

販売を前年度に引き続き行った。 

令和 7年度も「企救焼窯元体験ツアー」等の販売を継続し、ＥＸＰＯ大阪・関西万博のポータ 



 

ルサイトにも商品の掲載を行った。 

また、小倉北区役所からの委託により、旧小倉市制 125周年事業の一環として、北九州モ 

ノレール開業 40周年を兼ねたツアーや、小倉北区の都心部を巡りクイズを解いていくイベント

を企画・造成し、実施した。当該事業の認知度を向上させるため、InstagramなどによるＰＲ等

を行ないさらなる利用者増を図った。 

  (2) インバウンド 

・中国人夫婦ゴルフツアー（参加者 72人×4泊） 

・台湾人中学生サッカーキャンプ（参加者 30人×5泊） 

・中国小学生サッカーキャンプ（参加者 9人×6泊） 

 

観光に関する人材の育成及び啓発 

11 観光人材の育成 

(1) 百万にこにこホスピタリティ運動（観光業務従事者研修会） 

北九州マラソンや就職進学等で来北される方へのおもてなしを目的に、賛助会員に呼びかけ出 

店希望者を募り、当協会含む計 8ブースで市内の料飲食品や民工芸品等のＰＲ事業を行った。 

(2) 観光案内ボランティア制度運営 

旅行会社等からの依頼による門司港レトロ地区等での観光案内や、イベント、祭りに合わせて 

設置した特設観光案内所でのボランティアガイド活動を実施した。 

・令和 7年度観光案内ガイド件数・人数・活動者数 ：1,137件、16,405名、1,530名 

・イベント、祭りでのガイド件数、案内人数：106件、152名 

(3) 北九州観光市民大学 

本市の観光や歴史、文化等の学びを目的に、北九州観光市民大学を開講した。令和 7年度は 29

名の参加があり、そのうち、16名が観光案内ボランティアに登録した。 

  

特産品の紹介・宣伝 

12 特産品の紹介・宣伝 

市内外で開催される催事・イベントにて臨時売店の出店を行った。主催事業においては、事業部 

と連携し食品ロスに対応した事前受注形態による地場産品の有効なＰＲと販売を実施した。また、 

通販サイト内に特別サイトを構築した。 

加えて、誘致部や宿泊施設と連携し、様々な団体へ「北九州土産品セット」の提案、スイーツセ 

ッション用茶菓子を販売するなど新規顧客の創出を図った。 

さらに、土産品に特化した Instagram での情報発信、賛助会員と「ＭＡＲＱＥＲＳオリジナル商

品」を製作、販売するなど地元産品のＰＲに努めた。通信販売では新商品をいち早く展開し、顧客

の獲得に努めた。 

 

 

 

 



 

観光に関する施設の管理運営 

13 観光施設の管理・運営 

(1) 観光案内所 

北九州市、ＪＲ九州、西鉄バス北九州、北九州エアターミナルと北九州市観光案内所運営協議 

会を組織し、官民一体となり観光案内所におけるサービス強化を図った。 

令和 7年度は、装飾等による案内所の観光スポット化やＳＮＳ発信を行い、北九州市の「ファ

ン・リピーター」を増やす取組みを行った。 

また、インバウンドの増加に伴い、外国人旅行者とのコミュニケーションを通じて求められる

情報やサービスを提供することで、北九州市と外国人旅行者とのコンタクトポイントとしての

役割を担い成果を発揮した。 

こうした取り組みが評価され、北九州市総合観光案内所が日本政府観光局（ＪＮＴＯ）が 

実施する「2025年度ＪＮＴＯ認定外国人観光案内所表彰」において、「訪日客へのホス 

ピタリティ」部門の受賞認定案内所に選定された（全国 3カ所のみ。） 

＜来所者数＞ 

   ・北九州市総合観光案内所  ：86,581人（前年実績：83,354人） 

・門司港駅観光案内所    ：59,525人（前年実績：43,612人） 

・北九州空港総合観光案内所 ：19,050人（前年実績：15,961人） 

・北九州市観光案内カウンター： 9,392人（前年実績： 8,211人） 

(2) 土産品・特産品売店 

門司港レトロ地区の主力の観光物産店として運営している「北九州おみやげ館」は、訪日観光 

客に対応し免税店業務を継続展開、Instagramを活用するなど利用客の利便性向上に留意し、店

舗営業を行った。 

また、北九州商工会議所が地域消費喚起策として発行した「Paycha」、北九州で開催されるイ

ベント参加者優待企画「おもてなしキャンペーン」等への参画や「夜景商品コーナー」、「ご当地

ガチャ」、「地球の歩き方北九州グッズ」の設置等地域施策等と連携した店舗ＰＲ・販促に努めた。 

(3) ＪＲ小倉駅ＪＡＭ広場、ＪＡＭビジョン 

ＪＲ小倉駅 3階在来線改札口前のＪＡＭ広場において、北九州市関連の催事をはじめ、北九州 

圏域の観光物産展やにぎわいづくりのイベント誘致に取り組んだ。また、同広場の大型映像装 

置「ＪＡＭビジョン」において、市政情報や観光情報、広告に関するＣＭ等を放映した。 

令和７年度は、当協会誘致部と連携し福岡県パワーリフティング協会のイベントを誘致するな 

ど、同広場及びＪＡＭビジョンの利用拡大を図った。 

 

 



 

Ⅲ 令和 7年度決算 
１ 貸 借 対 照 表（総括表） 

 

令和 8 年 3 月 31 日現在 



 

2 正味財産増減計算書（総括表） 

 

 

 

 

 



 

Ⅳ 令和 8年度事業計画 

1 総 論 

【協会の活動】 

当協会は「小倉駅新幹線口コンベンションゾーン」のＭＩＣＥ3施設の一体的・有機的な管理運

営を行うとともに、ＭＩＣＥと観光の両事業の連携による効果的な情報発信機能を有しており、

大きな強みとなっている。この強みを活かし、当協会のミッションである 

〇国内外からの観光客の誘致・滞在化を促進する観光事業の推進 

〇日本屈指のＭＩＣＥ開催拠点＝小倉駅新幹線口国際コンベンションゾーンの一体的運営とグ 

ローバル志向のＭＩＣＥの誘致・支援 

に取り組み、「都市ブランド力の向上、新たな魅力創造及びシビックプライドの醸成に貢献し、

国内外から選ばれるまちを目指す」ことをビジョンとして掲げる。 

当協会ではこのミッションを果たすため、次の活動方針に基づき、各種事業を展開していく。 

(1) 主催展示会事業の強化 

地域産業の発展や課題解決に必要な技術情報の提供と、展示会・商談会の相乗効果による販 

路拡大支援の強化、国・県・市の施策とリンクさせた関係機関との協働による情報発信の充実、 

「半導体」「ＧＸ」「高度人材」等の成長分野を重点テーマとした新規企画の実施。 

(2) ＭＩＣＥ誘致の強化 

学会のキーパーソンへのフェイス・トゥ・フェイス・マーケティングの強化、国内外での商 

談会等での新規会議案件の獲得、誘致開催助成金の活用、広域ネットワークでの情報交換や連 

携によるＭＩＣＥ誘致、営業支援策の強化。 

(3) 貸館利用者の誘致・営業の強化 

市や地域と連携した国際スポーツやエンターテインメントイベントの戦略的な誘致の実施、 

新規利用者開拓と継続開催に繋がるための営業フォローの強化、提案型営業力強化のための営 

業人材のスキルアップ。 

(4) 観光関連事業の強化 

ア 北九州市及び観光関連企業と連携した観光客誘致とＰＲの効果的な実施 

イ 北九州市観光情報サイトやホームページ・ＳＮＳを活用した観光情報の発信 

ウ 観光案内ボランティア制度を運営し、観光に関する専門人材を育成 

エ 観光案内所、北九州おみやげ館、小倉駅ＪＡＭ広場等の観光施設を運営し、観光情報の提 

供やサービス向上に向けた取り組みを実施 

オ 北九州市内大学等の新入生に向けた名所や施設のバックヤードを巡るツアーの実施 

カ 新規に作成するデジタルマップ、英語版マップを用いた誘客の強化 

キ 特産品の紹介パンフレットの作成、ＥＣサイトの運営 

ク 北九州市及びその近隣地域を訪れる観光客等への募集型旅行商品の企画・販売 

(5) お客様満足度の向上 

主催者に対する広報などの開催支援や継続開催に向けたフォローの実施、個々の職員のスキ 

ルアップやＤＸ推進などによる万全な開催支援体制の構築、イベント会場でのおみやげ物販コ 

ーナーの設置や観光情報の提供。 



 

【指定管理計画の目標実現に向けて】 

北九州国際展示場（北九州メッセ）および北九州国際会議場の第 5 期指定管理期間 2 年目とな

る令和 8 年度は、指定管理施設の活用、周辺施設や関係団体との連携を強化し、指定管理計画に

掲げる目標（来場者数 96 万人（北九州国際展示場（北九州メッセ）、西日本総合展示場、北九州

国際会議場））、コンベンション誘致件数 250件など）の達成に向け、引き続き努力する。 

 

2 各論 

主催展示会事業の強化 

(1) 主催事業の展開 

地域産業界は世界の情勢に大きな影響を受け、ＤＸや脱炭素化の推進、労働力問題など様々な 

課題に直面している。これらの課題をワンストップで解決する「課題解決ＥＸＰＯ」では、「も 

のづくり・ＤＸ・環境・エネルギー・中小企業」を主なキーワードとし、地域企業の課題解決 

にむけた情報発信を継続して実施する。 

また、「西日本陶磁器フェスタ」では、全国の窯元が一堂に会して自慢の陶磁器を紹介すると 

ともに、その他伝統工芸品を含めた普及拡大やロールケーキをはじめとした食の企画、お子様 

向けイベントの充実を図り、新たな来場者誘致に取り組む。 

あわせて、展示会運営のＤＸ化を推進し、各種届出のＷＥＢ申請や来場者情報登録、その取得 

サービスの改善などに取組み、業務の効率化に努める。 

《令和 8年度開催の事業》 

事業名 開催期日 入場目標 出展目標 

課

題

解

決

Ｅ

Ｘ

Ｐ

Ｏ

２

０

２

６ 

西日本製造技術イノベーション2026 

7月8日～ 

   7月10日 
18,000人 

35社・団体 

西日本DX推進フェア2026 60社・団体 

ふくおか未来ものづくり技術振興展 

（中小企業テクノフェアin九州2026内） 
25社・団体 

エコテクノ2026 50社・団体 

ベンチャー・メッセ2026 10社・団体 

中小企業テクノフェア㏌九州 2026 80社・団体 

第 48回西日本陶磁器フェスタ 9月 18日～23日 50,000人 245社 

7事業  68,000人 505社・団体 

(2) 国際ビジネスの推進 

展示会の国際化とＭＩＣＥ推進を目的にＭＯＵを締結している釜山広域市のＢＥＸＣＯ

（国際ＭＩＣＥ施設）と連携し、主催事業への海外バイヤー誘致等国際的な取引促進に取り

組む。  

さらに、釜山に加え他のアジア地域の展示施設との連携を模索し、国際ビジネスの推進に

取り組む。 

また、「課題解決ＥＸＰＯ」にて在日海外公館や経済団体等の出展により、九州・山口地域

の企業の国際競争力強化のための情報発信を行い、海外取引・投資の拡大に取り組む。 



 

 

ＭＩＣＥ誘致の強化 

(1) ＭＩＣＥ誘致を推進する人的ネットワークの構築と活用 

誘致営業の効果を最大化するため、市内、県外及び海外のキーパーソンや学会協会、ＰＣＯ

への面談営業を強化する。また、首都圏に在住するキーパーソン、有力な学会協会関係者との

ネットワークの継続とその拡大を図り、開催支援情報、地元産品の魅力を、誘致中案件等の所

持者に効率よく紹介するため「北九州市ＭＩＣＥ倶楽部首都圏交流会」を開催する。 

その他、ＩＣＣＡ（国際会議協会）への継続加入及び緊密な連携により、ＩＣＣＡ会議の内

容や学会協会本部の開催地公募状況など、グローバルレベルの情報収集を図り、さらに、IＣＣ

Ａ開催件数の拡大に向けて、通常の誘致営業の際にも国際会議の誘致を念頭に入れ活動する。

（昨年開催件数 16件、国内 7位） 

加えて、ＪＮＴＯ（日本政府観光局）が主催する各種商談会にも出展し、国際及び国内会議

案件の新規開拓及び獲得を目指す。 

(2) スポーツ大会等の誘致 

市内のスポーツ団体・体育施設と連携し、市内宿泊者の増加や北九州市のＰＲにつながるスポ 

ーツ大会を引き続き誘致する。また、スポーツ大会の前後に関連イベントとして開催される選 

手・指導者育成会・研修会や講演会などスポーツイベントの積極的な誘致活動を行う。 

(3) 北九州市ＭＩＣＥ開催助成金の戦略的な活用 

昨今、ＭＩＣＥを推進する都市の支援内容も充実する中、北九州市ＭＩＣＥ開催助成金は、重 

要な誘因となっており、競合する国内外都市との誘致競争を勝ち抜くためには必要不可欠であ 

る。今後とも主催者からの聞き取りやアンケートなどから主催者ニーズの把握に努め、行政と 

連携し、助成金制度を効果的に運用することで、より多くの会議誘致に繋げる。 

(4) ステークホルダーとの連携 

平成 27年に市内 4大学（九州工業大学、九州歯科大学、北九州市立大学、産業医科大学）、 

北九州市、北九州商工会議所との間で「コンベンションの誘致及び開催に関する連携協定」を 

締結し、ＭＩＣＥ誘致についての有機的な連携を図っている。今後もより一層ローカルホスト 

との連携協同を強化し、新規国際会議の創出・拡大を図るため、連携協定の拡大の検討、また、 

定期的に大学の教授会等において支援情報等を発信する。 

(5) 情報発信の強化・ＰＲツールの作成 

国内外における情報発信ツールとしてＳＮＳやホームページの活用が重要であるため、引き続 

き誘致部の Facebook、LinkedIn及びホームページを活用し、誘致に関する情報（助成金や会議 

開催の情報等）を日本語及び英語で発信する。ホームページについては効果的なものとなるよ 

う改修を行い、最新情報を発信する。 

(6) ＭＩＣＥ開催支援制度 

  会議・大会主催者から高い評価を得ているＪＲ小倉駅北口の歓迎看板設置や地元産品の提供、

エクスカーションの際のバスの手配などの側面支援を継続して実施する。また、北九州市の近

代産業遺産、産業観光、優れた観光素材等を魅力としたアフターコンベンション・メニューと

して積極的に紹介することや、観光事業部旅行業の市内を探訪するツアーも積極的に活用する



 

など、さらにＭＩＣＥ参加者の満足度を高め、波及効果の拡大を目指す。 

貸館利用者の誘致・営業の強化 

(1) エンターテインメント分野の誘致推進 

令和 6 年度に発足した「北九州市コンサート誘致コンソーシアム」の取組みと協調し、全国

規模で開催されるゲームコンテンツ、アーティスト及びアイドルや声優関連のコンサート等の

趣味性の高いエンターテインメント分野のイベントを誘致することで、会場利用の促進と来場

者の増加を図ることにより、市の経済波及効果を高め「稼げるまち」の実現に貢献する。 

(2) 新規利用者の開拓 

従来型の見本市・ＢｔｏＢイベントに加え、ＢｔｏＣイベントの誘致について、自動車、文

具・事務機、建材、食品、衣料・服飾、企業レクリエーションなどの業種・分野をターゲット

とした誘致に注力し、今後の継続開催に繋がる営業フォローを行う。 

(3) 長期休暇中の稼働率向上へ向けた取り組み 

お盆・年末年始等の長期休暇中は、高い集客力を有するファミリー向けイベント、ゲーム関

連イベントやコンサートなどのエンターテインメントをターゲットとし、メディアやコンテン

ツホルダーなどを対象に積極的に誘致することで稼働率の向上と来場者数の拡大を図る。 

(4) リピーターの利用再開と既存利用者の再構築 

施設利用実績はほぼコロナ禍前の水準に達しているが、開催を完全に中止している過去利用 

者もあり、引き続き積極的に日程提案を行い、利用再開につなげる。また、年間複数回利用や 

同業他社が特定期間に集中開催する自動車、建材・電設資材、食品、就職・転職、資格試験・ 

入試、ランドセル等の業界については、会場利用日程の年間提案や重複・連続を避けた日程調 

整による営業を実施し、安定的かつ効率的な会場稼働を目指す。 

(5) エビデンスベースによる営業力強化 

提案型営業の基本から対人対応力、思考力、提案力など営業スキルを強化し、各分野の市場動 

向を踏まえ、データ分析に基づいた営業活動を行う。 

(6) 「国際スポーツ大会」等の誘致への取り組み 

国際スポーツ大会の誘致を実現するため、都市ブランド創造局スポーツ振興課と連携し、北九 

州メッセ（本会場）と西日本総合展示場（サブ会場＆プレスルーム等）の日程調整を行い、市 

の経済波及効果の向上に向けた誘致に取り組む。国際スポーツ大会は、北九州市及び北九州メ 

ッセの魅力と知名度を国内外に発信できる絶好の機会であるため、営業強化を図る。令和 10年 

3月に「2028ＦＵＫＵＯＫＡ世界卓球（団体戦）」の開催が決定している。 

(7) 集客にぎわいイベント」への取り組み 

来場者数の年間目標達成と、長期休暇中（主に夏休みや冬休み）の稼働率向上対策として、テ 

レビ局や新聞社等のメディアやコンテンツホルダーとタイアップした「集客にぎわいイベント」 

の開催に引き続き取り組み、小倉駅北口コンベンションゾーンの賑わい創出を図る。 

令和 8年度は 7月に、「プラレール博 ｉｎ ＫＩＴＡＫＹＵＳＨＵ」を西日本総合展示場で、 

3月に「西日本釣り博 2027」を北九州メッセ及び西日本総合展示場全館で開催する。 

 

 



 

 

広報・宣伝、地域連携 

(1) 広報・宣伝 

協会ホームページにおいて、施設で開催されるイベント情報をはじめ、施設紹介・主催事業・

コンベンション誘致・本市観光等の最新情報を提供するとともに、ＪＲ小倉駅ＪＡＭビジョン

や、ペデストリアンデッキ設置のデジタルサイネージ等を積極的に活用し、施設や催事に関す

る情報を発信することで、視覚的に訴求力の高い広告効果を創出し、顧客の認知度を高める。 

(2) 地域連携（小倉駅新幹線口地区振興連絡会などとの連携） 

小倉駅新幹線口地区振興連絡会と連携し、近隣の関係団体参加型の清掃活動やイベント等の

実施により、にぎわい創出などに取り組む。また、ＪＲ九州・ＪＲ西日本と連携し、主要催事

のポスター・チラシを主要駅等に掲出し、広域からの集客向上を図る。 

 

施設の管理・運営 

(1) 主催者本位の施設環境の確保 

主催者が希望する規模や内容に応じて、最適な会場やレイアウトプランを提案し、安全を確 

保した施設環境を提供する。また、主催者に的確な情報を伝え、安全かつ衛生的なイベントの 

実施につなげる。 

(2) ＷＥＢ館内案内システム等の導入検討 

利用者が館内をＷＥＢサイト上で視察できるバーチャルツアーの導入を検討する。施設の利 

便性向上及び業務効率化のため、施設利用申請から請求書発行までをオンラインで完結できる 

ように、ＷＥＢサイトと基幹システムの機能連携改修について調整・検討を行う。 

(3) 災害による被害の甚大化に対応する防災体制の構築 

常日頃から、施設の点検を実施することで、危険箇所や不良箇所の特定とその補修修繕に努め、 

利用者の安全を確保すべく細心の注意を払う。また、緊急時の対処方法や連絡体制を構築し、 

台風、大地震等の災害発生が予想される場合、あるいは実際に発生した際に速やかに行動を起

こせるよう備える。 

(4) 施設・設備の改修等 

 西日本総合展示場の大規模改修に向けて、現状を把握するため、劣化度診断を実施した上で、 

中長期の施設保全計画を検討する。また、西日本総合展示場における中展示場空調設備や駐車 

場への設備導入、北九州メッセでの間仕切りや入退館管理システムの更新、ＡＩＭ３階の空調 

改修工事、北九州国際会議場の空調エアハンドリング改修など、施設・設備の維持のため適切 

な対応を進める。 

 

観光事業 

(1) 観光客誘致事業・滞在化促進事業 

ア 他都市及び旅行者等へのＰＲ活動 

  北九州市・観光関連企業・当協会で組織した「北九州市国内観光客等誘致促進協議会」、 

「北九州市国際観光推進協議会」にて、観光客に有意義なコンテンツの情報をＰＲする。 



 

イ 東アジアを中心とした海外でのセールス活動の継続及びインバウンド施策の実施 

     北九州空港海外路線の運航に併せた本市の観光素材の情報発信・旅行社へのセールスを、 

海外旅行社やランドオペレーターとも連携して実施する。 

ウ 国内向けの観光キャンペーンの実施 

観光キャンペーンや旅行社へのセールス活動を市内の観光事業者等と協力して行い、市内 

観光の推進を図り、本市への誘客や夜型観光資源などを活用した滞在化促進を目指す。 

(2) 観光都市北九州の広報宣伝と観光情報の収集・調査 

  「北九州観光イベントだより」の発行や当協会ホームページ観光情報サイトの運用、北九州 

市の観光資源を紹介したカレンダーや絵葉書のビジュアルツールを発行する。 

(3) 観光に関する人材の育成及び啓発 

観光ボランティア制度（R7.4月現在 115名）を運営するとともに、新たな観光ボランティア 

の担い手の養成や若年層の観光知識習得を目的に北九州観光市民大学を開講する。 

(4) 観光に関する施設の管理・運営 

ア 観光案内所等の運営 

「北九州市観光案内所運営協議会」を通じ、市内 4カ所において観光案内所を運営し、国内 

外からの観光客に対しニーズに合わせた観光情報を提供する。 

イ 北九州産業観光センター 

北九州市、北九州商工会議所と当協会で組織した「北九州産業観光センター」を通じ、世界 

遺産や工場夜景を核とした産業観光と夜型観光を推進する。 

(5) 土産品・特産品売店や小倉駅イベント広場等の運営 

「北九州おみやげ館」「ＴＯＴＯミュージアム」での土産品・特産品売店の運営や、小倉 

    駅ＪＡＭ広場での催事開催、ＪＡＭビジョンの運用等により、まちのにぎわいを創出する。 

(6) 特産品の紹介・宣伝 

北九州市特産品を紹介するパンフレットの市内各所配置、特産品を通販サイト等で購入でき 

るシステムの管理運営、ＳＮＳ情報発信のほか、市内外イベント等へ臨時売店を出店する。 

(7) 北九州市及びその近隣地域における旅行業 

ア 国内向け旅行事業の強化 

北九州市及び市近隣地域を訪れる観光客やコンベンション等参加者に、さらなる滞在時間 

の延長、地元経済の消費拡大を図るため、募集型企画旅行商品の企画・販売を行う。 

    イ インバウンド向け旅行事業の取組み 

インバウンド誘客を図る為、北九州市域観光情報を掲載した英語版マップ「NOW MAP  

KITAKYUSHU」やデジタルガイド「KITAKYUSHU TRAVEL GUIDE」を作成する。また、北九州市・ 

ギラヴァンツ北九州と提携し、「東アジアユース U12サッカー大会」参加者（滞在期間 8/5 

～13、人数 60名）に、市内観光ツアーや地元サッカーチームとの交流イベントを実施する。 

       ウ ＭＩＣＥ部門との連携強化 

課題解決ＥＸＰＯや、誘致した国際会議・学会への参加者に対し、アフターコンベンショ 

ンツアーを提供するなど、当協会ＭＩＣＥ部門と連携して事業を行う。 



 

 

Ⅴ 令和 8年度予算 

 



 

Ⅵ 役 員 名 簿 等 

 1 役 員 名 簿 

令和 8年 7月 1日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

理 事 長 津 田 純 嗣 北九州商工会議所 会頭 

専 務 理 事 小 石  富 美 恵 （公財）北九州観光コンベンション協会 

理 事 田  中  亮 一 郎 北九州市国際観光推進協議会 会長 

 森  川  洋  一 北九州市都市ブランド創造局にぎわい担当理事 

〃 安 部 高 子 北九州商工会議所女性会 会長 

〃 今 﨑 正 明 （一財）九州オープンイノベーションセンター 専務理事 

〃 廣 瀬  香 （一社）九州経済連合会 総務国際部長 

〃 関  宣 昭 ＮＰＯ法人里山を考える会 代表理事 

〃 野 口 伸 一 （株）リーガロイヤルホテル小倉 代表取締役社長（兼）総支配人 

監 事 岩 佐 健 史 北九州市会計室長 

〃 羽 田 野  隆  士 北九州商工会議所 専務理事 

 



 

 2 市との特命随意契約の状況（令和 7年度実績） 

市からの特命随意契約による委託の状況 左のうち政策連携団体からの再委託の状況 

委託業務名 

委託 

金額 

（千円） 

特命理由 
再委託の 

業務内容 

委託 

金額 

（千円） 

契約相手 
契約 

方法 

特命随意 

契約の場合 

その理由 

小倉駅 JAM ビジョ

ン放映業務 
473 

小倉駅 JAMビジョンの所有者で

あり、管理者であるため。 
再委託なし 

「門司港ガイドお

まかせコース」運

営業務 

80 

本業務は、門司港エリア全体の

文化や歴史及び最新の観光情

報に精通し、観光客の多岐にわ

たる要望にきめ細やかなスキ

ルで対応できるガイドを安定

的に派遣することが必要な業

務である。 

これらの条件に対応可能な事

業者は、ボランティアガイドを

100 名以上有しかつ年間約 2 万

人の観光客を案内する北九州

観光コンベンション協会のみ

であるため。 

再委託なし 

令和７年度 北九

州市立美術館展覧

会広報・宣伝業務

委託（小倉駅 JAM

ビジョン） 

872 
小倉駅 JAMビジョンの所有者で

あり、管理者であるため。 
再委託なし 

松本零士展 JAM ビ

ジョン広告掲出業

務 

99 
小倉駅 JAMビジョンの所有者で

あり、管理者であるため。 
再委託なし 

「備える防災の日 

２０２５」におけ

る小倉駅 JAM ビジ

ョン貸切放映業務 

99 

本業務委託は、令和７年８月３

１日（日）に開催する「備える

防災の日 ２０２５」にあたり、

学生の防災活動発表資料及び

危機管理室で作成した啓発動

画等を放映するために委託す

るもの。 

当該箇所の貸切及び映像を放

映するためには、ビジョンの所

有者であり、管理者である公益

財団法人北九州観光コンベン

ション協会と契約する他ない。 

以上のことから、業務の目的や

内容等の条件を考慮し、上記記

載のガイドライン第２号関連

１０により、特命で随意契約を

おこなうもの。 

再委託なし 

国勢調査 2025 小

倉駅 JAM ビジョン

動画放映業務およ

び JAM 広場ポスタ

ーサイン掲出料 

713 

本業務は、令和７年国勢調査の

実施周知及びインターネット

回答を促進するため、小倉駅

JAM 広場において広告掲出する

ものである。 

本市で最多の乗降客数を誇る

小倉駅の JAM広場における情報

発信は、市内外から訪れる多く

の人々に啓発活動を行うには、

高い広告効果が期待できるた

再委託なし 



 

め、公益財団法人北九州観光コ

ンベンション協会と特命随意

契約を締結するもの。 

北九州市の消防団

ＰＲ動画 小倉駅

JAM ビジョン放映

業務 

 

396 

JR 小倉駅の大型 JAM ビジョン

で広告を放映するには、当該広

告媒体を所有・管理している北

九州観光コンベンション協会

でのみ実施可能である。 

上記の理由から、今回の委託業

務を契約及び履行できるもの

は、北九州観光コンベンション

協会以外にないため特命とす

るもの。 

再委託なし 

小倉駅ＪＡＭビジ

ョンでの「食肉に

よる食中毒予防」

動画放映 

127 

ＪＲ小倉駅ＪＡＭ広場マルチ

ビジョンは、平成 22 年から社

団法人北九州市観光協会（平成

29 年度に公益財団法人北九州

観光コンベンション協会へ名

称変更）が管理運営しているた

め、公益財団法人北九州観光コ

ンベンション協会と契約する

必要がある。 

再委託なし 

合 計 2,859 
 

合 計   

 

 


